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●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
の
氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
の
氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

た
が
、西
原
町
で
活
用
し
た
場
合
の
予
算
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
正
式
な
見
積
で
は
な
い

が
、
１
校
あ
た
り
年
間
40
万
円
と
聞
い
た
。

　
　
　
町
民
の
負
託
を
受
け
た
予
算
編
成
権

　
　
　
を
持
つ
町
長
に
聞
く
。
私
が
確
認
し

た
ら
１
校
年
間
35
万
円
、
６
校
で
２
１
０
万

円
。
年
間
１
人
６
０
０
円
ほ
ど
。
そ
れ
く
ら

い
も
捻
出
で
き
な
い
の
か
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学

習
ソ
フ
ト
導
入
は
低
学
力
層
支
援
で
貧
困
対

策
に
も
つ
な
が
る
。
今
後
の
指
導
体
制
の
先

生
方
の
負
担
軽
減
に
も
な
る
。
町
長
の
選
挙

公
約
に
も
あ
る
。
西
原
町
が
先
ん
じ
て
や
る

ん
だ
と
い
う
町
長
の
思
い
を
聞
き
た
い
。

整
備
事
業
の
令
和
３
年
、
令
和
４
年
で
、
町

の
予
算
の
要
望
額
に
つ
い
て
対
応
を
要
請
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い

く
こ
と
で
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収
に
も
繋

が
る
。こ
れ
は
財
政
を
進
め
る
に
お
い
て
も
、

健
全
化
を
進
め
る
上
で
も
か
な
り
私
は
重
要

な
事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
西
原
町
の
相
談
支
援
の
よ
り
充
実

　
　
　
化
、
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
「
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
」、
ま
た
、
福
祉
の

基
盤
と
な
る
計
画
、「
地
域
福
祉
計
画
」
は

必
要
だ
と
思
う
が
、
そ
の
認
識
と
展
望
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
　
近
年
、
相
談
事
業
が
多
様

９
月
か
ら
概
算
要
求
を
行
い
、
11
月
末
ま
で

一
次
査
定
を
実
施
。
そ
の
間
、
部
課
長
、
係

長
説
明
会
を
開
催
し
、
全
職
員
へ
の
周
知
も

図
っ
た
。（
２
）
児
童
福
祉
費
、
障
が
い
者

関
連
給
付
費
、
又
、
南
部
広
域
行
政
組
合
や

介
護
保
険
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
増
が
主
な

課
題
。（
３
）概
算
要
求
時
で
約
５
億
８
千
万

円
収
支
不
足
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
坂
田
ハ
イ
ツ
内
道
路
は
分
筆
登
記
す

　
　
　
る
に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
為
に
町
長
へ
の
要
望
書
を
10
月
26

日
に
自
治
会
よ
り
提
出
し
た
。
町
長
の
所
感

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
分
筆
登
記
に
つ
い
て
の
思
い
は

ハ
イ
ツ
の
皆
様
と
同
じ
で
あ
り
、
管
理
者
を

　
　
　
　
　
個
別
最
適
化
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め
る
に
は
、
本
来
で
あ

れ
ば
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
、
西
原
町
を
担

う
児
童
生
徒
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考

え
、
先
行
し
て
対
応
し
た
い
思
い
は
同
じ
。

文
教
の
ま
ち
と
し
て
、
本
当
に
こ
れ
か
ら
栄

え
る
町
に
す
る
と
い
う
気
概
は
持
ち
た
い
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
、
ど
こ
ま
で
対
応
で
き

る
か
、
新
年
度
予
算
の
対
応
を
含
め
て
検
討

し
た
い
。

化
、
複
雑
化
し
て
お
り
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
は
包
括
的
な
支
援
体
制

が
必
要
で
あ
る
。
関
連
機
関
の
連
携
を
強
化

し
、
包
括
的
に
取
り
組
む
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
は
重
要
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
将

来
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
は
他
の
福
祉
計
画
と

の
整
合
性
等
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、計
画
策
定
に
向
け
努
力
し
た
い
。

含
め
た
三
者
で
対
応
を
協
議
し
、
早
急
に
解

決
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。
要
望
書
に

つ
い
て
は
12
月
中
に
は
回
答
し
た
い
。

　
　
　

　
　
　
９
月
議
会
で
も
質
問
し
た
浜
田
川
の

　
　
　
土
砂
撤
去
は
今
年
度
で
早
急
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
12
月
補
正
で
予
算
計
上
、

今
年
度
で
堆
積
土
砂
撤
去
を
行
う
。

ブ
レ
ッ
ト
（
２
ｉ
ｎ
１
／
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
両
方
型
）
で
、
納
期
は
令
和
３

年
２
月
26
日
予
定
。　
　
　

　
　
　
端
末
は
当
初
、
学
校
保
管
が
基
本
だ

　
　
　
っ
た
と
思
う
が
、
有
効
活
用
す
る
た

め
に
は
、
持
ち
帰
っ
て
フ
ル
活
用
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
で
で
き
る
ド
リ
ル

な
ど
を
検
討
し
、
基
本
的
に
持
ち
帰
っ
て
使

え
る
方
向
で
今
考
え
て
い
る
。

　
　
　
端
末
の
配
布
等
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備

　
　
　
だ
け
で
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

は
実
現
で
き
な
い
。
経
産
省
の
実
証
事
業
で

低
学
力
層
の
習
熟
度
向
上
に
大
き
な
成
果
の

あ
る
Ａ
Ｉ
が
搭
載
さ
れ
た
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学

習
ソ
フ
ト
を
教
育
委
員
会
に
紹
介
し
た
際
、

学
習
ソ
フ
ト
の
予
算
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

協
議
に
、
予
想
以
上
に
時
間
を
要
し
た
。
ま

た
、
こ
こ
数
年
、
県
全
体
の
振
興
予
算
が
削

減
さ
れ
て
き
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
町
か
ら

の
要
望
額
に
つ
い
て
も
満
額
が
付
か
な
い
状

況
が
あ
る
。
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
繰
越

等
も
影
響
し
て
お
り
、
今
後
の
対
応
と
し
て

難
航
中
の
補
償
交
渉
の
解
決
、
事
業
費
の
要

望
額
に
係
る
県
と
の
協
議
を
鋭
意
努
力
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
は
、
坂

田
交
差
点
に
立
地
し
て
い
る
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
の
移
転
補
償
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
目

標
と
し
て
は
34
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
　
　
西
地
区
区
画
整
理
事
業
の
重
要
性
に

　
　
　
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
11
月
24
日
に
玉
城
知
事
へ
、
当

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
（
１
）12
月
時
点
で
の
新
年
度
予
算

　
　
　

編
成
状
況
は
。（
２
）重
要
課
題
と

し
て
の
予
算
編
成
項
目
は
。（
３
）現
時
点

で
の
か
い
離
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
６
月
よ
り
事
業
計

画
書
作
成
、８
月
に
事
業
計
画
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　
令
和
２
年
度
中
に
児
童
生
徒
一
人
一

　
　
　
台
の
端
末
を
整
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
。
児
童
生
徒
に
配
布
さ
れ
る
端

末
の
機
種
、
納
期
は
。

　
　
　
　
　
　
　
端
末
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
タ

　
　
　
工
事
進
捗
率
が
約
27
％
と
、
な
か
な

　
　
　
か
進
ま
な
い
現
状
に
対
す
る
要
因
と

見
解
、
来
年
度
の
工
事
進
捗
率
の
目
標
値
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
工
事
が
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
要
因
と
し
て
は
、
物
件
移
転
に
伴
う

補
償
交
渉
や
占
用
関
係
で
の
関
係
機
関
と
の

　
　
　
（
１
）
崎
原
町
長
は
10
月
に
就
任
し

　
　
　
た
が
、
４
年
間
で
の
公
約
実
現
の
た

め
に
特
に
取
り
組
み
強
化
し
た
い
施
策
は
。

（
２
）
令
和
２
年
度
に
取
り
組
む
重
要
課
題

は
。

　
　
　
　
　
（
１
）行
財
政
の
健
全
化
が
重

要
。
財
源
の
確
保
の
た
め
、
国
、
県
、
民
間

企
業
へ
の
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

う
。そ
の
上
で
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
、

児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
導
入
、
保
育

士
確
保
、
待
機
児
童
の
早
期
解
消
を
実
施
し

た
い
。
さ
ら
に
土
地
基
盤
整
備
、
商
業
地
域

拡
大
に
よ
る
企
業
誘
致
と
雇
用
促
進
、
高
齢

者
の
健
康
支
援
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

地
域
自
治
会
活
動
の
推
進
を
図
る
。
平
和
憲

法
を
守
り
平
和
を
希
求
す
る
。（
２
）コ
ロ

ナ
関
連
施
策
が
急
務
。
又
、
予
算
編
成
を
全

教
育
総
務
課
長

教
育
総
務
課
長

都
市
整
備
課
主
幹

■�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の�

先
進
的
な
取
り
組
み
で
文
教�

の
ま
ち
再
発
信
を
！

■�

町
行
政
に
つ
い
て

■�

予
算
編
成
に
つ
い
て

■�

道
路
行
政
に
つ
い
て

■�

浜
田
川
の
土
砂
撤
去
に
つ
い
て

■�

町
長
の
西
原
町
の
子
ど
も

た
ち
の
未
来
へ
の
投
資
の
覚

悟
と
公
約
実
現
を
問
う

■�

西
地
区
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

問

問

教
育
部
長

伊
いじゅ

集�悟
さとる

議員

そ
の
他
の
質
問

●�

デ
ジ
タ
ル
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に�

よ
る
コ
ス
ト
削
減
及
び
業
務
効
率
化

●�

小
波
津
川
整
備
及
び
県
道
浦
添�

西
原
線
整
備
に
係
る
既
存�

道
路
の
機
能
変
更

●�

コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
者
急
増
の�

ふ
る
さ
と
納
税

そ
の
他
の
質
問

●�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

●�

県
道
浦
添
西
原
線
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
県
道
那
覇
北
中
城
線
進
捗
状
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

●�

特
定
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

●�

委
託
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
市
町
村
格
差
に
つ
い
て

●
自
立
支
援
給
付
費
に
つ
い
て

問問

問

問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

■�

重
層
的
支
援
体
制
整
備�

事
業
に
つ
い
て

問福
祉
部
長

山
やましろ

城�勝
かつたか

貴議員

宮
みやざと

里�芳
よしお

男 議員




